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3和と
ん
孟町5
平

36 
日以安

私のふるさと

•• • ・0
・ 長 私
. 良の

JII ，~、
カtる
町さ
のと
中
'し、

を
流
才1

小さな鬼に大歓声
2月 31寸、各保有国で豆まきが行われ、

、鬼は外、福は内H と叫ぶ元気な掛け戸

に、ちびっ子鬼たちは逃げ回っていた。

ゆ
涌
涼

・
曽
我
丘
陵
を
歩
こ
う

一

レ
ザ
1
ク
ラ
フ
ト
の
会
で
、

マ
期
日

2
月
初
日
(
臼
)
、

一
毎
月
第
1
、
第
3
金
附
臼
の
午

降
水
確
率
刊
訂
以
上
の
場
合
は

一
前
9
時
初
分
か
ら
午
後
1
時
ま

幻
臼
(
臼
)
、
以
後
中
止

一
で
、
金
田
公
民
館
で
バ
ッ
グ
、

・
集
合
平
塚
駅
北
門
改
札
口

一
小
物
な
ど
そ
製
作
し
て
い
る
。

付
近
午
前
8
時

一
会
費
は
月
二
千
五
百
円
。

マ
コ
ー
ス

平
塚
駅
|
国
府
津

一

問
い
合
わ
せ
は
、
閉
会
事
務

駅
:
・光
明
寺
・
:
六
本
松
峠
・
:
城

一
応
(
屯
話
訂
|
九
六

O
八
)
へ
。

前
寺
:
・
下
曽
我
駅
|
平
塚
駅

一
・
親
子
で
リ
ズ
ム
活
動

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

一

ド
レ
ミ
っ
こ
ク
ラ
ブ
で
は
、

く
会
事
務
局
(
氾
話
出
l
三
四

一
会
員
を
必
鈍
し
て
い
る
。

O
二

一

リ

ズ

ム
活
動
を
通
し
て
、
親

・
皮
の
製
品
を
作
ろ
う

一
子
、
友
達
と
楽
し
く
過
ご
し
て

コ
ス
モ
ス
の
会
で
は
、
会
只
一
い
る
ク
ラ
ブ
。
対
象
は
1
歳
か

を

募

集

し

て

い

る

。

一

ら

3
歳
ま
で
の
幼
児
と
お
母
さ

劇
論
め
じ
る
も

。
醸
り
ま
す

①
有
料

学
習

机
、
ゆ
り
か
ご
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
男

子
学
生
服
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
お
ぶ

い
ひ
も
、
収
納
か
ご
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ

ク
、
女
児
子
供
服
、
ベ
ビ
l
ベ
ッ

ド
、
す
べ
り
台
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
、
冷
蔵
郎
、
医
療
用
ベ
ッ
ド
、
食

器
乾
燥
器
、
エ
ア
コ
ン
、
旅
行
用
ト

ラ
ン
ク
、
オ
ル
ガ
ン
、
家
庭
用
サ
ウ

ナ
、
じ
ゅ
う
た
ん
②
無
料
男
児

子
供
服
、
学
期
日
机
、
座
卒
、
セ
ミ
ダ

汗

s

長
さ
お
M

川の
古
今
絵
巻
・
和
敏
文
学
館

る
大
和
町
は

H

古
今
伝
授
の
里
H

歌
集
の
奥
義
務
}
伝
授
し
た
こ
と

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
町
の
シ

室
町
時
代
、
こ
の
地
の
領
主
ン
ボ
ル
と
し
て
、
東
氏
の
館
跡

で
歌
人
で
も
あ
っ
た
束
常
縁
記
念
館
、
短
歌
図
暫
館
、
和

が
、
連
歌
師
の
宗
祇
に
古
今
和
歌
文
学
館
な
ど
に
数
々
の
文
化

• aa

a
t司

r

ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー
、
七
段
飾
り
ひ
な
人
形

。
譲
っ
て
く
だ
さ
い
マ
マ
コ
ー

ト
、
ベ
ビ
I
ベ
ッ
ド
、
子
供
用
ス
キ

ー
セ
ッ
ト
・
ス
キ
l
ウ
ェ
ア
、
お
む

つ
カ
パ
l
、
ブ
ロ
ッ
ク
お
も
ち
ゃ
、

ぶ
ら
ん
こ
、
男
女
子
供
服
、
マ
ッ
ト

レ
ス
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
ソ

フ
ァ
ー
セ
ッ
ト
、
机
、
大
型
テ
レ

ビ、

全
自
動
洗
縮
機
、
川叫
気
炊
飯

器
、
加
湿
線
、
ホ
1
ム
べ
l
カ
リ

財
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
風
物
詩
と
し
て

は
長
良
川
の
夜
川
網
(
よ
か
わ

あ
み
)
を
紹
介
し
た
い
で
す
ね
。

毎
年
七
月
中
旬
に
始
ま
る
こ

の
撒
は
、
淵
に
網
を
張
り
、
舟

の
か
が
り
火
や
舟
べ
り
を
た
た

き
な
が
ら
鮎
を
網
に
追
い
込
み

ま
す
。
河
原
で
食
べ
る
炭
火
焼

き
の
鮎
の
味
は
格
別
で
す
よ
。

O
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

転
入
し
て
か
ら
五
年
。
海
岸

に
も
近
く
、
毎
日
湘
南
の
風
を

肌
に
感
じ
て
い
ま
す
。

先
日
の
新
聞
に
、
茅
ヶ
崎
市

で
は
公
園
の
ご
み
箱
を
撤
去
す

る
と
い
う
記
事
が
峨
っ
て
い
ま

し
た
。
ご
み
箱
に
家
庭
ご
み
な

ど
を
捨
て
ら
れ
る
の
が
理
由
だ

ん
。
定
例
会
は
毎
月
3
回、

午

前
山
時
か
ら
日
時
却
分
ま
で
、

大
野
公
民
館
か
総
合
体
育
館

で
。
会
費
は
月

一
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
(
泣
話

n
l
O六
八
七
)

へ。-
定
期
演
奏
会
を
開
く

マ
日
時

3
月
初
日
(
日
)
午

後
2
時
開
演

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ

出

演

パ

ー
ル
グ
ル
ー
プ

(
小
学
生
の
合
唱
団
)

マ
曲
目

あ
ま
ん
き
み
こ
原
作

「ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く

ー
、
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
剣
道

防
共
一
式
、
ブ
ー
ツ
、
泣
子
ピ
ア

ノ
、
茶
道
セ
ッ
ト
、
ア
ル
ミ
製
は
し

ご
、
自
転
車
(
子
供
用
、
引
e
E
M

H

ン
、
初
判
ン
)
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

(
B型

用
、
双
子
周
)
、
ベ
ビ
1
服
、
ワ
ー

プ
ロ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
電
磁
調
理
器
、
レ
コ
ー
ド

プ
レ
ー
ヤ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
ス

キ
1
板
、
子
供
用
ビ
デ
オ
教
材
、
ベ

ビ
ー
チ
ェ
ア
、
男
子
学
生
服

i
l
i
t
i-
-l
l
-
-
-
-

そ
う
で
す
。
家
の
近
く
の
公
園

・

に
も
、
と
き
ど
き
生
ご
み
が
捨

“

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
園
は
き

れ
い
に
利
用
し
た
い
で
す
ね
。

募

集

私
の
た
か
ら
も
の

り
」
、
軍
謡
ほ
か

マ
入
場
料
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
パ
1
ル
グ

ル
ー
プ
事
務
局
(
屯
話
回
|
八

四
一
O)

-
手
話
講
習
会
を
開
く

平
の
会
で
は
初
心
者
を
対
象

と
し
た
手
話
加
習
会
を
聞
く
。

マ
日
程

2
月

n
B
5
3月
犯

臼
(
除
く
3
月
幻
自
)
の
毎
週

月
臨
臼
、
会
5
回

・
時

間

午

後
6
時
初
分
1
8

時
泊
分

マ
会
場

マ
定
員

福
祉
会
館

初
人
(
先
着
順
)

。
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
械
づ
く

り
四
郎
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
一ニ
)

へ。

由
に
寄
稿
を
。
月
会
費

一
千
円。

問
い
合
わ
せ
は
、
開
会
事
務

局
(
屯
話
回
l
八
九
八

一
・
午

後
6
時
以
降
)
へ
。

-
映
画
会
「
月
光
の
夏
」

マ
期
日

3
月
日
日

(
日
)

・
上
映
開
始
時
間

午
前
の
部

叩
時
却
分
、
午
後
の
部
2
時

マ

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

マ
料
金

一
般
一
千
五
百
円
、
中

学
生
以
下
一
千
二
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先

平
塚
し
ら

さ
ぎ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
屯

話

nー
一
六
一

一
)

。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ク

ル
や
団
体
の
み
な
さ
ん
の
ペ
ー

ジ
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を

0

・
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」

係

広
報
紙
四
月
号
か
ら
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
連
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ペ
ッ
ト
、
盆
栽
、
収
集
物
、

家
宝
、
記
念
や
思
い
出
の
品
々

な
ど
を
約
二
百
字
程
度
の
紹
介

文
に
ま
と
め
て
お
寄
せ
い
た
だ

き
た
い
。

。
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

"
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傷
つ
い
た
心

子
供
た
ち
は
、
小
学
校
高
学
年
ご
ろ
に
な

る
と
、
友
達
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
、

そ
の
対
人
関
係
の
中
で
成
長
し
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
特
に
女
の
子
は
、
友
達
と
い

つ
も
一
緒
に
い
た
い
気
持
ち
と
、
自
分
の
ペ

ー
ス
は
守
っ
て
い
き
た
い
気
持
ち
と
が
入
り

交
じ
っ
て
相
手
の
気
持
ち
が
と
て
も
気
に
な

っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
身
体
的
に
も
大
き

な
変
化
が
起
き
、
心
身
と
も
に
不
安
定
な
時

期
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
不
安
定
さ

か
ら
親
に
反
発
し
な
が
ら
も
甘
え
、
も
う
一

度
親
と
の
信
頼
関
係
を
確
か
め
、
少
し
ず
つ

親
か
ら
離
れ
る
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
友
達
関
係
で
う
ま

く
い
か
な
く
な
り
、
ど
う
に
も
動
き
が
と
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま

で
一
人
で
頑
張
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
親
の
反
応
に
は
と
て
も
敏

感
で
、
親
に
は
良
い
面
し
か
見
せ
て
い
な
か

っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

。。.・
4

同
J
M

f
r
u
h
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基
本
的
に
、
人
に
安
心
し
て
甘
え
る
こ
と

が
で
き
る
体
験
が
そ
れ
ま
で
に
で
き
て
い
た

ら
、
親
や
先
生
に
打
ち
明
け
て
い
け
た
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
う
ま
く
で
き
な
か

っ
た
た
め
に
、
結
果
と
し
て
親
を
困
ら
せ
る

こ
と
と
な
り
、
親
子
の
関
係
も
悪
化
し
て
、

そ
の
悪
術
部
で
余
計
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
と
き
、
親
を
は
じ
め
周
り
の
大
人
は

そ
の
子
に
と
っ
て
は
友
達
と
の
こ
と
が
つ
ら

く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
友
達
と
の
こ
と
を
引

き
金
に
人
へ
の
不
信
感
を
強
め
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
と
て
も
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
子
供
は
立
ち
止
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
、
も
う
一
度
親
の
愛
情
を
確
か
め
ざ
る
を

得
な
い
の
で
す
。
そ
の
う
え
で
人
へ
の
信
頼

感
も
取
り
戻
し
て
い
け
る
の
で
す
。
子
供
の

傷
つ
い
た
心
を
癒
(
い
や
)
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側

・
電
話
お

l
六
O
二一

サッカー観戦は電車とバスで
いよいよ Jリーグが 3月 12日(土)

に開幕し、 平塚競技 場 で は次のとお

り試合が行われる。

• 3月 16日 (水)午後 7時キックオフ

ベルマーレ平塚対横浜マリノス

• 3月23日(水)午後 7時キックオフ

ペルマーレ平塚対ジェフ市原

マ
申
込
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
(
屯
話
お

l
二
三
三
三
)

.
絵
画
を
勉
強
す
る
会

平
彩
会
で
は
、
絵
画
(
水
彩

画
、
油
彩
)
を
勉
強
す
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
る
。

定
例
会
は
毎
月
第
2
、
第
4

金
附
日
の
午
後
l
時
か
ら
4
時

ま
で
中
央
公
民
館
で
。
会
費
は

月
二
千
五
百
円
。
対
象
は
成
人

男
女
。
高
齢
者
の
方
も
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話
回
|
九
八
九

O
)
へ

0

・
同
人
誌
の
会
員
募
集

同
人
誌
で
は
会
員
を
募
集
し

て
い
る
。

こ
の
会
は
、
会
報
を
共
同
し

て
編
集
発
行
す
る
グ
ル
ー
プ
。

会
報
は
毎
月
日
日
に
発
行
。
ジ

ャ
ン
ル
は
間
わ
な
い
の
で
ご
自

@総意怒り

.-縛季 t 

Eν 

J
J

て
引

は

例
夕

日
却
ン

ロ
時
セ

月
U
U

民

3
引
市

重詰=-:::Itr-
とき

会場

平塚競技領事!こは、サッカー を観戦す

るときの駐車場がない。 JR平嫁

駅、小田急本厚木駅、伊塾原駅から

シャトJレパス〈直行〉ガ運行される

のでご利用を。

-入場料 S席 4.300円、 A席3.800円

・前売所 市民センタ一、チケットセゾン、

チケットぴあ(長崎屋 4階〉、ヤンレイレ

コード(ラスカ 4階)、稲元屋楽器f苫、サ

クラffil吉本I苫、花*m庖

.， 

、，~
，

.
 

J

、
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、
、叫-“一戸， 

-問い合わせ 旬結31-3060体 育 線

-問い合わせ、屯話予約

市民センタ一泡話32-2235
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盟 6 -21 包話32ー0130 ~・内容師測定、栄養、病 ~.受付午後四~2時 ;※ 3 歳児健診は当日尿検査と~/ ・HEAlTHY・ \ 32 
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警 廓Lゐ予備鎖富 ; となど :.母子手帳、組用具、歯ブ~ -.. --~ . " ~ J ̂  JI犬メー ¥お
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き.Z22、病院で向。よ 鯛見錦織 [立の;2121日~刊日 ♂安易@墨 ヘライフ/き

¥ _. - - /認
涯 種目は医師とご相談を。・対象 2歳 6か月までの字L: ・16日 5 年11月 11 日~20日: : ¥ / 曽
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変

更

が

.

寡

婦

福

祉

資

金

を

済
病
院
、
済
生
会
病
院
、
平
塚
球
1
階
展
示
室

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
監
母
子
寡
婦
家
庭
の
生
活
の
安
定
場
、
松
原
小
学
校
、
な
で
し
こ
小
マ
内
容
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
適
職

視
区
域
の
土
地
取
引
の
届
出
等
の
と
向
上
の
た
め
、
資
金
を
貸
す
貸
学
校
、
八
幡
小
学
校
、
神
凹
小
学
判
定
、
多
加
事
業
所
と
の
面
媛
、

必
要
面
積
が
、
平
成
六
年
二
月
一
付
制
度
が
あ
る
。

枝
、
大
野
小
学
校
、
盟
国
小
学
職
業
紹
介
ほ
か

日
か
ら
五
百
平
方
針
以
上
に
変
更

マ
対
象
者
母
子
界
的
家
庭
の
家
枝
、
旭
小
学
校
、
金
田
小
学
校
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
公
共
職

さ

れ

た

。

族

マ

資

格

市

内
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ま
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所
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積
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杉
山
八
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受
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川

川
!
?
の
ロ
サ
ン
は
、
多
く
の
死
傷
者
や
建
物
、
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
供
給
が
停
災
倉
庫
に
は
発
電
機
、
給
水
ポ

当
(
内
線
三
五
五
)
に
お
寄
せ

院

の
w
…
ι:四

一
ゼ
ル
ス
大
地
震
で
道
路
の
崩
壊
な
ど
の
ほ
か
、
電
止
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
ン
プ
、
食
器
な
ど
を
備
蓄
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
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お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
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お

お

幻

お

お

お
お
お
お
お
お
内
併
合
お
お
交

χ制
的
制
州
制

予報

平成6年 2月寸 5日

広 報

広報ひらつか

av競
輪

場

の

売

底

募

集

公
営
事
業
所
で
は
、
平
塚
競
輪

場
内
の
売
庖
に
出
底
を
希
望
さ
れ

る
方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

る。マ
出
庖
期
間

平
成

6
年
4
月

1
9月

マ
募
集
庖
舗
特
観
席
付
属
食
堂

2
庖
舗
、
飲
食
売
庖
9
庖
舗
、
普

通
売
庖
4
底
舗
(
抽
選
)

マ
応
募
資
絡

①
市
内
に
1
年
以

上
お
住
ま
い
で
、
住
民
登
録
ま
た

第 52寸望号

九
).

郵
便
切
手
類
の
交
換

郵
政
省
で
は
、
郵
使
料
金
改
定

に
伴
い
、
旧
料
金
と
新
料
金
の
差

額
分
を
納
め
れ
ば
、
旧
料
金
の
郵

使
切
手
と
郵
使
は
が
き
を
新
料
金

の
も
の
に
交
倣
す
る
。

マ
交
換
期
限

3
月
白
日
(
木
)

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
郵
使
局

に
お
尋
ね
を
。

av簿
記

講

座

を

開

く

平
塚
商
工
会
鵠
所
で
は
、
初
級

簿
記
講
座
を
聞
く
。

マ
日
程

4
月
1
日
(
金
)

1
6

月
刊
日
(
金
)
の
全
部
回
・
週
2

5
3回

・
時
間

午

後

6
時
1
8時

マ
会
場
平
塚
商
工
会
議
所
2
階

会
議
室

マ
受
講
料
一
万
八
千
円

マ
申
込
期
間

3
月
1
日
(
火
)

t
m
B
(金
)

マ
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

平
塚
商
工
会
議
所
(
電
話
詑
|
二

五一

O
)

A
V
相

続

の

無

料

相

談

会

横
浜
司
法
曽
士
会
小
田
原
文
部

で
は
、
相
続
の
無
料
相
談
会
を
開

/¥。マ
日
時

2
月
初
日
(
土
)
午
後

1
時

1
4時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ
J

第
2
会
議
室

マ
内
容

相
続
・
迫
吾一
回
の
ビ
デ

オ
、
個
別
相
談
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
松
尾
司
法
お

士
事
務
所
(
屯
話
n
l
三
三
五

五
)av歌

会

始

め

に

詠

進
を

宮
内
庁
で
は
、
平
成
7
年
歌
会

始
め
の
肱
進
歌
を
募
集
す
る
。

マ
題

「歌」

マ
詠
進
要
領
①
自
作
の
歌
で
1

人
1
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の

②
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
魯

く
③
代
舗
の
場
合
は
代
紙
の
理

由
、
代
怨
者
の
住
所
、
氏
名
を
添

え
る
④
書
式
は
半
紙
を
横
長
に

使
い
、
右
半
分
に
題
と
歌
、
左
半

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、

職
撲
を
記
入
す
る

マ
応
募
期
限

9
月
初
日

(
金
)

マ
応
募
先

〒
則
東
京
都
千
代
田

区
千
代
田
1
1
1

宮
内
庁

や

γ
・γ
・Y
・げは
μ
げ
け
げ
片
付
げ
N
N
H
??
γ
・γ
-
z

竹
広
防
防
防
わ
民
一
竹

村

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
ン
ツ
四
万
五
千
五
百
三
十
五

判

中マ

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
円
、
西
森
美
津
枝

三
千
円
、

よ守

川

に

使

わ

れ

る

。

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

六

万

六

千

九

川

や

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
百
三
十
一
円
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

+

+

協
議
会
(
屯
括
お
|
二
三
三

販

売

十
二
万
六
千
三
百
八
十

+

M

=一
)
へ
。
(
敬
称
略
)
九
円
、
頼
朝
隆
五
千
円
、

鎌

川

+

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
・
松
延
倉
彫
彫
和
会
・
平
塚
高
等
職
業

+

吋

石
油
四
千
九
百
四
十
九
円
、
技
術
校

・
熊
沢
武
司
各
二
万

吋

村

神
奈
川
友
愛
会
部
平
塚
地
区
間
五
千
円
、
平
塚
Y
W
C
A
・
湘

川

や

盟

=
一万
五
千
八
十
九
円
、
県
南
親
和
会

・
小
泉
直
己

・
平
塚

+

川

生
命
保
険
協
会
五
十
万
円
、
パ
プ
テ
ス
ト
教
会
各
一
万

吋

利

勝

木

季

一
千
七
百
六
十

円
、
菜
誠

・
平
塚
地
区
労
働

村

+

円
、
さ
く
ら
会
五
千
三
百
十
組
合
協
脱
会
各
十
万
円
、

償

や

付

円
、
東
海
大
学
医
療
技
術
短
期
浜
エ
イ
ロ
ク
イ
ツ
プ
H
G拡
金

付

や

大
学
学
生
会
四
千
五
百
六
十
会
社
分

・
普
明
会
教
団
小
田
原

+

吋

七
円
、
平
塚
め
ぐ
み
幼
稚
園
支
部
各
五
万
円
、
田
代
四
海

ベ

村

四
万
四
千
四
百
三
十
八
円
、
平
子
-
m
露
石
回
目

・
中
地
区
教
職

村

や

塚
尖
術
協
会
七
万
円
、
ユ
キ
凸
組
合
各
二
万
円
、

山
口

や

J

「
油
絵
グ
ル
ー
プ
良

二
万
四
千
口
寸
氾
一
野
側
進
各
四
千
円
、

川

村

四
百
円
、

三
菱
樹
脂
労
働
組
合
匿
名
(
一一
件
)
百
万
五
千
円

+

ゆ

平
塚
支
部
十
六
万
七
千
円
、
マ
児
童
福
祉
へ
・
匿
名

(ニ

咋

判

平
線
五
月
会
四
万
円
、
作
木
件
)
二
千
円

村

上申

一
八
百
二
十
円
、

よ
傭
淳
子
マ
社
会
福
祉
へ
・
磯
崎
姉
夫

や

ベ

一
千
百
二
十
二
円
、
紺
龍
彦
四
千
円

吋

村

三
万
円
、
藤
曲
由
美
子

・
広

マ

交
通
遺
児
へ

・
日
通
サ
l
村

上守

喜
・
和
夫

一
万
四
千
六
百
ピ
ス
平
塚
支
底
六
千
三
百
九

+

吋

円
、
仏
教
会
九
万
六
千
八
百
十
八
円
、
小
林
レ
ン
タ
カ
ー

ベ

村

五
十
九
円
、

神
奈
川
歌
間
連

二
万
三
千
八
百
三
十
五
円
、
菱

村

上申

盟
・
歌
謡
教
室
シ
ン
ガ
ー
生
徒
和
産
業
平
塚
支
庖
八
千
五
百

や

川

一
同
十
一
万
二
百
九
十
六
八
十
二
円
、
第
百
生
命
保
険
平

ベ

ムヤ

円
、
横
浜
エ
イ
ロ
ク
イ
ッ
プ
H

塚
営
業
所
臓
只

一
同

一

万

+

咋

G
募
金
募
金
口
九
万
円
、

門前
円
、
中
心
街
イ
ベ
ン
ト
央
行
委

イ

川

茂
実
雄

一
千
三
十
四
円
、
市
品
会

二
万
一
千
六
百
円
、

二

一門

や

民
相
談
室
募
金
箱
七
千
二
百
見
正
治

一
万
三
千
九
百
十

一
+

J

「

八
円
、
共
和
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
円

イ

メ
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・
γ
・γ
・γ
・
γ
・γ
・
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γM『

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(平
塚
球
場
内
・
包
括
お

l
O
一
O
一一
)
へ
。
(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
・

平

塚
ス
キ
1
協
会

一
万
円

み
ど
り
越
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

臨
み
ど
り
推
進
係

(内
線
四
二

五

)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ
市
民
相
談
室

窓
口
募
金
箱
八
千
五
十
五
円

寄 た人七石とれて前なか下み 幽問問時二二二二ご晶一一ー白面白 れはる い観がに輪える自接
木観 こ の 年 仏高てにが姿も腹観 E誼曲想塑曹置圃固圃園開園-・園開酔司て 、観大つ音膨 願観をこ身に石
神吾 と 間 ) でさいごつで妊が音 ..  邸調醤盛田鵬通園町、圃E置置圃圃圃臨住 1い写音神たにら い音っとのよ仏
社尋が中十、がま利けあ娠膨 」 は園田騒翠璽哩霞霊園幽置彊E 盟国画院内て真寺の具はん を に い が 姿 つへ
の は刻にー享約す益らるしらと ら竺盃E望?揖罫顎藍・・匪酒園圃圃圃・圃竪盟国 、の (寄 合安 だかはたあやての
別 、まよ月保 二 。がれ こてん呼 み甚圏直週・圃匝掴圃圃・E哲理屋量置圃圃園田昭地聖観木で産姿 け 、より形で願

言語をぞ大量会室君主忠包示会 署賄園覇曹司置歯菌彊厩語寺署霊堂丈事皇室察左手主窓足
務時 い迎臼(討 も と 産 ら か て い 像 記 頭部軽量撃置，留置圃園圃府??rはが )の 願 Cか痛姿。づく難
め代ま 立 に ーも含信 やこの、ま ( 轟轟醤撞盟掴聞週咽園園田島江 1:-:'建境束 すよ、いのほい、し
たにす さ十七あめじ 子 のよあす 大 磁 路盤箇動岨酒園間圃臨調t_lは立内に る 下と如おて石 い
寺 は。れ 二一 るるら育名うた。 ザ 開湧靭聞・..  眠..  彊鹿塑監 らさ にあ と乏 腹き意づい仏教

た「中訂直(まや観様い祈 つ 誓
。一、 市之 博す形音がく願観て 寺

お月「 ι)物 。に」あっと音い )
わ十十前 館 基はりか結イきま
び 六 二国 主 づ、ま のび仰毛

針旦尽言 霊 見き客室言ぜ一
正の土踏芸倍に、祈、ば
し誤ハ玉 員 仰石「願市し
まり日」 と仏は型内ば
すで 」の 小 いのら塑に安
。 しは文 川 え姿み音は産

い
し

ほ
と
け

も

の

が

た

-O'ω
弘
m
H

五
Q
1
J

F
J
d
t
“ィュ・
5
4

は

み

観
;tt 
閏

勺

で
、
寺
の
名
前
の
と
お
り
本
尊

も
聖
観
音
を
ま
つ
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
地
元
の
人
た
ち

が
一
月
十
八
日
に
、
念
仏
訴
を

行
う
と
と
も
に
、
「
は
ら
み
観

音
」
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

妊
娠
し
て
五
か
月
の
成
(
い
ぬ
)

の
自
の
帯
祝
い
に
は
、
今
も
奉

納
し
て
あ
る
腹
帯
を
借
り
て
安

産
を
祈
願
す
る
人
が
あ
り
ま

す
。
腹
帯
は
半
反
借
り
て
、
無

事
に
出
産
を
済
ま
せ
た
ら
倍
の

一
反
に
饗
(
注
い
)
銭
を
つ
け

て
奉
納
す
る
の
が
習
わ
し
と
な


